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田
代
三
喜
は
十
二
年
間
の
中
国
留
学
の
後
、
「
全
九
集
」
と
『
大

徳
済
陰
方
」
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
で
に
我
々
は

『
全
九
集
」
に
つ
い
て
は
検
討
を
加
え
た
。
本
研
究
で
は
、
「
大
徳

済
陰
方
』
に
つ
い
て
検
討
し
、
両
害
を
比
較
検
討
し
た
。

本
研
究
で
用
い
た
資
料
は
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
の
『
大

徳
済
陰
方
（
延
宝
八
年
刊
）
」
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
編
年
、
編
者
、

序
文
な
ど
の
記
載
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
幸
い
に
、
江
戸
時

代
後
期
に
奈
須
恒
徳
は
序
文
な
ど
が
附
さ
れ
て
い
る
本
書
を
見
て

お
り
、
『
本
朝
医
談
』
（
文
政
五
年
刊
）
に
序
文
お
よ
び
医
案
を
引
用

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
大
徳
済
陰
方
」
は
景
泰
六
年
（
一

四
五
五
）
に
月
湖
に
よ
り
編
墓
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
月
湖

は
景
泰
三
年
に
「
全
九
集
」
を
編
纂
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
三
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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富
士
川
文
庫
の
『
大
徳
済
陰
方
』
は
四
巻
よ
り
な
り
、
婦
人
の

衆
疾
、
妊
娠
、
出
産
、
産
後
の
病
、
と
婦
人
科
の
病
全
般
を
幅
広

く
網
羅
し
て
い
る
。
本
書
を
検
討
し
た
結
果
、
本
書
は
陳
自
明
の

『
婦
人
大
全
良
方
」
（
一
二
三
七
年
）
の
節
略
本
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
『
婦
人
大
全
良
方
」
に
は
い
く
つ
か
の
系

統
の
版
本
が
み
ら
れ
る
が
、
『
大
徳
済
陰
方
』
の
引
用
の
中
に
「
補

遺
」
の
部
分
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
本
は
熊
宗
立
編
刊
の
「
婦

人
良
方
補
遺
大
全
實
一
四
四
○
年
初
刊
）
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。

『
大
徳
済
陰
方
」
の
最
初
に
は
「
婦
人
大
全
良
方
』
に
は
な
い
総

説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
総
説
は
『
全
九
集
」
の
婦
人
門
の
初

め
に
も
見
出
さ
れ
、
引
用
文
の
前
後
関
係
か
ら
、
こ
れ
は
方
賢
の

『
奇
効
良
方
』
（
一
四
四
九
年
序
刊
）
中
の
文
章
を
断
片
的
に
つ
な
ぎ

合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

「
注
能
毒
」
（
初
代
道
三
述
、
玄
朔
校
訂
）
に
「
唐
よ
り
渡
り
た
る

済
陰
方
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
「
当
流
医
学
之
源
委
」
に
、
「
盛
紹

（
道
三
の
孫
）
に
『
大
徳
済
陰
之
秘
訣
」
を
書
き
与
え
た
」
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
曲
直
瀬
道
三
が
「
大
徳
済
陰
方
」
を
手
に

し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
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我
々
は
先
の
研
究
に
お
い
て
、
『
全
九
集
』
の
引
用
文
献
が
一
五

三
○
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
も
の
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
本
書
が
仮
名
本
「
全
九
集
』
と
同
様
、
道
三
に
よ
っ
て
編
蟇

次
に
「
大
徳
済
陰
方
」
と
「
全
九
集
」
の
婦
人
門
を
比
較
し
た
。

『
全
九
集
」
婦
人
門
の
条
文
も
、
そ
の
大
半
は
「
婦
人
良
方
補
遺

大
全
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
こ
れ
と
『
大
徳
済
陰
方
」
を
比
較

す
る
と
、
両
者
に
共
通
す
る
条
文
と
と
も
に
、
共
通
し
な
い
条
文

す
る
と
、
両
者

も
見
出
さ
れ
た

－
）
搾
袷 『

大
徳
済
陰
方
」
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
道
三
著
『
啓
迪
集
』
の

婦
人
門
を
見
る
と
興
味
深
い
事
実
に
出
く
わ
す
。
「
啓
迪
集
』
に
は

『
婦
人
良
方
』
か
ら
と
し
て
（
巻
末
の
「
所
従
証
経
籍
」
に
よ
る
）
、

六
一
回
の
引
用
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
『
大
徳
済
陰
方
』

に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
婦
人
大
全
良
方
』
に
は
見
ら
れ
な
い

「
総
説
」
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
三
が
参
考
に
し
た

『
婦
人
良
方
』
は
『
大
徳
済
陰
方
』
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
道
三
は
恐
ら
く
は
『
啓
迪
集
」

の
編
纂
時
に
は
『
婦
人
大
全
良
方
』
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
節
略
本
の
『
大
徳
済
陰
方
』
で
間
に
合
わ
せ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
た
、
と
推
定
し
た
。
た
だ
し
、
道
三
が
「
全
九
集
』
の
全
て

を
編
纂
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
原
「
全
九
集
」
が
存
在
し
、
そ

れ
に
新
し
い
医
書
を
付
加
し
な
が
ら
、
『
全
九
集
」
を
編
纂
し
た
か

に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
研
究
で
は
、
原
「
全
九
集
』
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
次
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
道
三
は
『
啓
迪
集
』
に
お
い
て
「
婦
人
良
方
」
と
し

て
『
大
徳
済
陰
方
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
婦
人
大
全
良

方
」
を
見
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
全
九
集
」

に
お
け
る
「
婦
人
良
方
補
遺
大
全
』
か
ら
の
抜
粋
は
、
道
三
で
は

な
く
、
原
『
全
九
集
」
の
著
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
後
、
我
々
は
原
「
全
九
集
」
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。（

東
京
理
科
大
学
薬
学
部
薬
用
植
物
・
漢
方
研
究
室
）


